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TIPS＆TRICKSを超えた“本気で使える”テクニック

新しいブラウザーが続々登場！

連載第2回で紹介したCSSの固定配置

や、第5回で紹介したobject要素など、ウ

ィンドウズ版IEが対応していない機能は多

い。現在もっともW3Cの標準仕様を正確

にサポートしているのは、Mozilla.orgで開

発されているMozillaだ。ネットスケープ7

はMozillaのちょっと前のバージョンをベー

スに作られているので、Mozilla の最新版

1.2.1が一番進歩しているブラウザーだと

言える。

Opera Software社が提供している

Operaもウィンドウズ版IEより標準対応が

進んでいる。この1月には表示能力がさら

に強化されたOpera 7が登場した（日本

語版は3月20日発売予定）。

また、アップル社からはUNIXのブラウザ

ーKonquererを元に開発された新しいブ

ラウザーSafariが登場した。まだベータ版

だが、Mac OS Xユーザーの間では早くも

人気を集めている。

数年前までは、ウィンドウズ版のインターネットエクスプローラ（IE）はHTML 4やCSSの標準仕様を積極的に取り入れ、ネットスケー

プナビゲーター4に表示能力で大差を付けたものだった。ところが今や、シェアが9割以上あるというのに、IEは機能面で遅れを取っ

ている。今月は、ウィンドウズ版IEがまったくサポートしていないHTMLやCSSの機能を取り上げよう。

HTML MANIAXで紹介したテクニックは http://internet.impress.co.jp/maniax/でソースを公開！文：佐藤和人

インターネットエクスプローラ6が未対応の機能

第 7 回

マ ジ

Mozilla

http://www.mozilla.org/
ネットスケープ7

http://wp.netscape.com/ja/

Opera

http://www.opera.com/
Safari

http://www.apple.co.jp/safari/

※この記事の情報は、2003年2月4日現在のものです。
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① tips1-1.html

<link rel="Index" href="../">

<link rel="Top" href="../">

<link rel="Prev" href="../200303/tips3-4.html">

<link rel="Next" href="tips1-2.html">

<link rel="Author"

href="mailto:kazuto@mvi.biglobe.ne.jp">

② tips1-2.html

<link rel="stylesheet" type="text/css"

href="mystyle.css">

<link rel="alternate stylesheet" type="text/css"

href="large.css" title="おおきめの字">
<link rel="alternate stylesheet" type="text/css"

href="black.css"title="黒い背景">
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［ link要素でサイトを便利に ］
文書と文書の間の関係を示すlink要素は、ウェブの初期のころからHTMLにあるものだが、

この要素を活用しているブラウザーは現在でも少ない。MozillaやOpera 7のツールバー

には、link要素を便利に使える機能が用意されている。

link要素を使うと、そのページに関連す

る別のページのURLをブラウザーに教え

ることができる。ソース①のようなlink要

素を<head>と</head>の間に置いてみ

よ う 。 Mozilla 1.2.1や Opera 7の

「View」メニューでナビゲーションバーを表

示させれば、link要素で指定したトップペ

ージ、前のページ、次のページなどにクリ

ック一発でジャンプできる。IEにはない

便利な機能だ。

link要素のrel属性に指定できるリンク

形式については、HTML 4の仕様書とブ

ラウザーの対応に違いがあることに注

意。Mozillaのツールバーの左にある

「Top」や「Up」は仕様書にはない。また、

昔から使われてきた「rev="made" href="

メールアドレス"」にはOpera 7は対応し

ていない。rel属性を「Author」とすれば、

ツールバーでメールソフトを起動できる。

link要素で指定した外部スタイルシー

トは、r e l 属性の値を「a l t e r n a t e

stylesheet」とすると、「代替スタイルシー

ト」になる。ソース②のページでは、

mystyle.cssが適用されるが、large.css

とblack.cssという追加のデザインも用意

されている。Mozillaのメニュー「View」→

「Use Style」（日本語版ネットスケープ6、

7では「表示」→「スタイルを使用」）から代

替スタイルシートの名前を選べば、ページ

のデザインを好きなものに変更できる。

Opera 7ではアドレスバーの「Author

Style」ボタンから選択する。これもIEに

はない機能だ。

代替スタイルシートには、title属性でス

タイルの名前（ソース②では「大きめの

字」、「黒い背景」）を付けること。rel属性

の値を「stylesheet」として、title属性をな

くせば、常に適用される「固定スタイルシ

ート」になる。

表とセルに枠線を付ける

代替スタイルシートを使う

Mozilla 1.2.1のナビゲーションバー

Opera 7ではlink要素で「rel="Next"」を指定すると、「Forward」ボタンが「Next」ボタンに変わる。

Mozilla 1.2.1 Opera 7
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② tips2-2.html

a[href] { background-color: #FF4; }

a[href="../"] { background-color: #AF6; }

a[href^="http://"] { background-color: #FCC; }

① tips2-1.html

body > p { line-height: 1.5; }

h2 + p { margin-top: -0.8em; }
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CSS 2の仕様ができてから4年近く経つのに、ウィンドウズ版IEでは、CSSの機能の多く

がCSS 1のレベルで止まっている。ここでは、CSS 2の仕様のうち、セレクターの書式を

テストして、IEがいかに時代遅れかを試してみよう。

［ CSS 2の高度なセレクター ］

子供セレクターはCSS 2で追加され

たセレクターの書式だ。2つの要素名を

「 > 」で並べると、2つ目の要素が1つ目

の要素の直接の子要素である場合のス

タイルを指定できる。ソース①では、

「body > p」というセレクターで、p要素

がbody要素の直下にある場合にだけ行

の高さを1.5にしている。

隣接セレクターもCSS 2で追加され

た書式だ。2つの要素名を「 + 」で並べ

ると、2つ目の要素が1つ目の要素のすぐ

次にある場合のスタイルを指定できる。

ソース①では、「h2 + p」というセレクタ

ーにマイナスのマージンを指定して、見出

しと段落の間の余白を小さくしている。

子供セレクターと隣接セレクターに対

応しているのは、Mozilla（およびネットス

ケープ6、7）、マッキントッシュ版IE 5と

Opera 7、Safariだ。

属性セレクターとは、要素名のうしろに

[ ～ ]を付けて、属性の値によってスタイ

ルを切り替えるものだ。ソース②の1行目

では「a[href] 」を使って、href属性のあ

るa要素の背景色を黄色にしている。2

行目では「a[href="../"] 」を使い、href属

性が「../」になっているリンクの背景色を

緑にし、3行目では「a[href^="http://"] 」

を使い、href属性が「http:// 」で始まる

リンクの背景をピンクにしている。

属性セレクターに対応しているのは、

Mozilla（ネットスケープ6、7を含む）、

Opera 7、Safariだ。ちなみに、ソース

②の3行目の書式はCSS 3の草案にあ

るもので、CSS 2の仕様にはない。

MozillaとSafariはこの書式にも対応して

いる。Opera 7はCSS 2の属性セレク

ターに対応しているが、a要素のhref属性

ではなぜかうまくいかず、ソース②の2行

目と3行目は反映されない。

子供セレクターと隣接セレクター

属性セレクターでリンクを色分け

IE 6

Safari

IE 6

Safari
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② tips3-2.html

h1 { font-size: 1.2em; counter-increment: chapter;

counter-reset: section; }

h2 { font-size: 1em; margin-left: 1em;

counter-increment: section; }

h1:before { content: counter(chapter) ". "; }

h2:before { content: counter(chapter) "-"

counter(section) ". "; }

② tips3-1.html

p.tips:before { content: "TIPS! ";

font: italic bold 1em Verdana;

background-color: #F00; color: white; }
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［ テキストを自動生成する ］
ウィンドウズ版IEの対応が待ち望まれるCSS 2の機能はいろいろあるが、ここで紹介する

自動的な内容生成もその1つ。HTMLにテキストを書かなくても、要素の前後にCSSで指

定したテキストが追加されるというものだ。

ソース①のページを表示すると、2つ目

と3つ目の段落の頭に、「TIPS!」という文

字が表示される。これはHTMLで書いた

ものではない。CSSの内容生成機能を

使ったものだ。before疑似要素を使って

「p.tips:before」というセレクターを作り、

contentプロパティーの値を "TIPS! " に

する。すると、クラス名を「tips」としたp要

素の前には自動的に文字列が挿入され

る。段落のあとにテキストを追加したけれ

ば、after疑似要素を使えばいい。

内容生成に対応しているブラウザーは、

Mozilla（ネットスケープ6、7を含む）と

Opera 6、7だけだ。Safariでこの機能

を使ったページを開くと、生成されたテキ

ストがブロック要素のように表示されてし

まう。IEならテキストが表示されないだけ

なので害はないが、Safariのこのバグに

は困ったものだ。

CSS 2には、「カウンター」という機能

がある。要素の前に自動的に番号を振っ

てくれるものだが、対応しているのは

Operaだけだ。ソース②では、h1要素に

counter-incrementプロパティーを指定し

て、値を「chapter」としている。h1要素が

出現するたびに「chapter」いう名前のカ

ウンターの数字が1つずつ増える。カウ

ンターを表示させるには、before疑似要

素のcontentプロパティーに「counter（カ

ウンター名）」を加えればいい。h2要素に

は「section」というカウンターを指定して

いる。

また、h1要素にはcounter-resetプロ

パティーを指定して、値を「section」として

いる。h1要素が出現すると「section」が

リセットされるので、「1-2」の次は「2-1」に

なるわけだ。残念なことに、Opera 7で

はカウンターリセット機能が効かないバグ

が発生してしまった。

段落の前に自動的に文字を入れる

自動的に番号を振る

Mozilla 1.2.1

Safariでは、生成したテキストがブロック要素のように表
示されてしまう。

Opera 6 Opera 7ではカウンターのリセットが効かない。
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